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令和２年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和元年度実績に基づく評価） 作成日 令和 2 年 7 月 3 日
基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 3 歴史・文化を守り育てるまちづくり
施　策　名 2 歴史・文化資源の継承と保存

施策関係課 -

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

指定文化財、登録文化財件数 件 257 262

市人口 人 119,348 118,450

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
目標 256 257 258 259 

実績 257 262

目標 1,050 1,100 1,150 1,200 

実績 1,003 750

目標

実績 関係課･館資料

目標 関係課･館資料

実績

目標

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3

目標 4 4 5 5 目標 17 18 19 20 

実績 6 8 実績 19 15

目標 37 37 38 38 目標 55,500 56,000 56,500 57,000

実績 46 49 実績 52,391 39,845

目標 目標 470 480 490 500

実績 実績 453 284

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和元年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 　 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性
施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

文化財課

山口　明良

施策の目
的

「対　象」

①佐野市に存在する文化財
②市民

①
適切に継承・保存されている指定等
文化財件数

件

②
歴史･文化資源に関するボランティ
ア養成や活動等の参加人数

人

③

成果指標の
取得方法

④

⑤

歴史・文化
資源の調
査と適切
な保存・継
承

①歴史・文
化資源
②文化財
所有者

①本地域における
歴史・文化資源を
掘り起す。
①②歴史・文化資
源が適切に保存し
継承される。

①
新たな指定・登録、報
告書作成、展示･公表
等での実績件数

件
歴史・文化
資源の理
解の促進
と地域づく
りの推進

①市民
②児童生
徒

・歴史・文化資源に
ついて学び理解す
る。
・歴史・文化資源を
継承し郷土を育む
人材を育成する。

①
企画展開催･記念講演
会･図録、及び要覧等
PR図書発行件数

件

②
指定文化財の維持管
理,、保存修復等対策
件数

件 ②
博物館、化石館、
伝承館の入館者数

人

③ ③
歴史・文化資源に関す
るボランティア養成や
活動等の件数

件

・文化財要覧を発行し、歴史・文化資源の理解促進を図る。
・唐沢山城跡における石垣等をはじめとする史跡の保存対策と、唐沢山城跡ガイダンス
施設（ビジターセンター）の整備検討を進める。
・史跡の保存活用に向けた人材等の育成を進める。
・郷土博物館、葛生化石館、葛生伝承館における企画展や講座の充実を図り、利用者を
増やす。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・文化財要覧を令和元年９月に刊行した。
・唐沢山城跡の石垣整備は、本丸西側の本格的な整備に着手する予定であったが、近隣地域に整備事
例がなく、併せて令和元年東日本台風の影響等もあり令和２年度に繰り越して実施することになった。
唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）については、関係部署との調整を図りながら検討を進め
ている。
・史跡の保存活用に向けた人材等の育成のため、唐沢山城跡保存会、田中正造旧宅説明ボランティア
の活動支援を行った。
・郷土博物館、葛生化石館、葛生伝承館での利用者増を図る取り組みでは、｢須永文庫資料展｣｢海の化
石の似たもの展｣｢神楽の面と衣装展｣など企画展を10回開催したほか、講演会を２回開催した。｢須永文
庫資料展｣では、海外（韓国）からの来館者もあり、インバウンドに一定の寄与をすることができた。
【成果指標達成状況】
・文化財要覧を刊行し、令和２年度に郷土博物館で「佐野市の文化財展」を計画することにより、市民や
所有者の文化財に対する理解促進を図ることができた。一方、令和元年東日本台風及びコロナウイル
スの影響により博物館・化石館・伝承館の利用者は大幅減となったほか、唐沢山城跡の石垣等の保存
整備に着手できなかった。
・ボランティア養成や活動等の参加人数は、令和元年東日本台風後の閉館に伴う企画展期間の縮小等
により大幅な減となった。　

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・唐沢山城における緊急性の高い石垣の保存対策は、影響箇
所の樹木伐採を行ったが、石垣の積み直しに関わる工事が令
和元年東日本台風の影響もあり着手できす゛令和２年度に繰越
して実施するために一部未達成となった。
・唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）の設置につい
ては、関係部局との調整に留まった。
・新たな登録文化財候補物件の調査として、唐沢山城神社本
殿、太田家住宅の調査を専門家と実施した。
・天明鋳物生産用具等の記録化に向けた調査は、所有者側の
都合で進展できず、一部未達成となった。一方、天明鋳物伝承
保存会に対する支援を図り、資料の記録化を進めた。
・文化財の保存修理を５件（永台寺仁王門２件、一瓶塚稲荷神
社鳥居、唐沢山城跡（長門丸）樹木伐採、島田家住宅主屋）実
施した。
【成果指標達成状況】
・「新たな指定・登録、報告書作成、展示･公表等での実績件数」
は、新たに５件の国登録文化財があり、目標４件に対して実績８
件で目標を達成した。
・「指定文化財の維持管理,、保存修復等対策件数」は、川俣家
旧蔵の県指定の田中正造書簡が郷土博物館に寄贈になったほ
か、吉澤人形頭の修繕、赤見城跡や葛生人骨出土地などの清
掃作業など、目標37件に対して実績49件で目標を達成した。

【基本事業の取組方針達成状況】
・文化財要覧を令和元年９月に刊行した。（1000部印刷）。また令
和２年度に「佐野市の文化財展」を博物館で開催することを計画
した。
・史跡の保存活用のため、唐沢山城跡保存会、田中正造旧宅説
明ボランティアの活動支援を行った。
・市指定文化財の説明板等の修理、更新を１件を実施した。
・学校・地域への出前講座を18件実施し、歴史・文化への興味関
心の熟成を図ったが、博物館等の入館者増には結びつかなかっ
た。
・新規ボランティアの養成講座は令和元年東日本台風の影響で
中止となったが、ボランティアの活動数は延べ750人であった。
・博物館では「須永文庫資料展」を開催し、海外（韓国）からの来
館者もあった。また伝承館において、雛人形で市民参加型の企画
展を行った。　　
【成果指標達成状況】
・「企画展開催･記念講演会･図録及び要覧等PR図書発行件数」
は、令和元年東日本台風及び新型コロナウイルス感染症の影響
により講演会の中止があったため、目標18件に対して実績15件と
なり目標一部未達成だった。
・「博物館、化石館、伝承館の入館者数」は、令和元年東日本台
風の影響による休館と年度末に新型コロナウイルス感染症の影
響で外出が控えられた影響で、目標の56,000人に対して実績
39,845人と大幅の減となった。
・「歴史・文化資源に関するボランティア養成や活動等の件数」は
令和元年東日本台風及び新型コロナウイルス感染症の影響で活
動の機会が少なくなり、目標値480件に対して実績値284件となっ
た。

・唐沢山城跡の石垣整備は、国や指導委員会の指導・助言を受けながら進めているが、
織豊系城郭の石垣整備は近隣自治体に取り組み事例もなく、手続きや工事手法等の検
討に多くの時間を要し、計画的な進捗が難しい状況にある。
・唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）の候補地は、国際クリケット場の一角に
あり、関連部署との調整を図りながら検討を進める必要がある。
・唐沢山城跡の保存活用に向けては、民間団体や人材の育成を進めることができたが、
令和元年東日本台風による被災、新型コロナウイルス感染症の影響により、活動が休
止している。
・郷土博物館、葛生化石館、葛生伝承館での利用者を図る取り組みでは、工夫して企画
展を実施したが、令和元年東日本台風および新型コロナウイルス感染症で、目標値より
16,000人以上の大幅な減となってしまった。
・施策全体の令和元年度決算額は、約4,400万円で、平成30年度決算額に対して約200
万円増額した。主な要因は、唐沢山城跡災害復旧事業費によるものである。

【令和２年度で解決する課題】
・唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）の設置計画
の策定

【令和３年度以降にも引き継がれる課題】
①国指定史跡唐沢山城跡の適切な保存・整備・活用
②郷土博物館、葛生化石館、葛生伝承館の入館者数の増
加
③佐野市域の文化遺産を総合的に保存活用していくための
「（仮称）佐野市歴史文化基本構想」の策定

【令和３年度重点課題】
④唐沢山城本丸～二の丸の石垣整備
⑤唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）の設置計
画の推進

①唐沢山城跡の保存・整備・活用は、平成30年に策定し
た唐沢山城整備基本設計に基づき推進する。
②郷土博物館等の入館者増に向けては、企画展や講座
の開設に際して市民ニーズの把握と魅力的テーマに心
がけ、話題性のある事業を企画し広くPRする。
③「（仮称）佐野市歴史文化基本構想」の策定は、唐沢
山城跡整備事業の推進を優先しつつ、計画的な作業の
開始に向けて検討を進める。
④石垣整備には、担当者に専門的な知識が要求される
とともに技師の関与が不可欠であるため、史跡整備体制
の充実を図る。
⑤唐沢山城跡ガイダンス施設（ビジターセンター）の設置
は、旧田沼高校跡利用基本方針及び整備基本設計に基
づき検討を進める。なお、ガイダンス施設が整備される
までの間、発掘調査や整備の状況を写真パネル等で掲
示できる場所を検討する。

成果指標
設定の考え方

①歴史・文化資源（文化財）が適切に継承・保
存されている（指定文化財・登録文化財）数を
把握するため設定した。
②歴史･文化資源の継承・保存に係る人数を
把握するため、各課・館で主管・関係する各種
ボランティア活動やボランティア養成講座等に
参加した人数を設定した。

施策の目
的

「意　図」

①文化財が適切に継承・保存される。
②市民が歴史・文化資源について学び、継承し
ていく。

施
策

基
本
事
業

歴史・文化
資源の調
査と適切
な保存・継
承

・唐沢山城跡の本丸・二の丸付
近における緊急性の高い石垣
の保存対策を優先して実施す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・唐沢山城跡ガイダンス施設（ビ
ジターセンター）の設置に向け
た調査検討を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・新たな登録文化財候補物件の
調査を専門家の協力を得て実
施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・天明鋳物生産用具等の記録
化を進める保存会の作業を支
援するとともに、旧家に残る関
連資料の把握に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・保存・継承のために対策が必
要な文化財に対し、所有者が行
う修復や保全策に対し補助金
等の支援を行う。

歴史・文化
資源の理
解の促進
と地域づく
りの推進

・文化財要覧を発行し、市内各地に
所在する豊富な文化財について市民
や所有者の理解促進を図り、併せて
郷土が誇る文化財を広く情報発信す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・史跡の保存活用に向けた民間団体
（唐沢山城跡保存会、田中正造旧宅
説明ボランティア）の活動支援を行
う。
・歴史・文化資源の理解の促進のた
め、市指定文化財の説明板等の修
理、更新を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・学校・地域への出前講座を充実さ
せ、歴史・文化への興味関心を促進
し、郷土博物館、葛生化石館、葛生
伝承館の入場者増を図る。
・博物館・化石館の学校利用や展示
解説などにおけるボランティアを育成
し、積極的に活用する。
・博物館において、春に韓国国立中
央博物館で開催予定の「韓国近代書
画特別展」に合わせて「(仮)須永文庫
－韓国の近代書画－」、秋に「(仮)中
根東里」の企画展を開催する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・伝承館において、雛人形等の出展
協力を呼びかけ、市民参加型の企画
展を行う。　　

施
策
の
基
本
情
報

・唐沢山城跡の保存整備に際し、環境保全・遊歩道整備・案内板の設置・ガイダン
ス施設の設置・根小屋での史跡公園整備等の要望あり。（市議会、地元町会、市民等）　

・山城サミットを一過性のものとせず、本市の貴重な文化財や歴史遺産の掘り起し
とＰＲ継続の要望あり。（市議会）
・指定文化財等の保存修復、災害時対応、管理費助成制度への要望あり。（市議
会、所有者）
・「文化財要覧」の作成要望あり。（市議会、文化財保護審議会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・天明鋳物を活用したまちづくり、生産用具の重要文化財指定に向けた支援の要望
あり。（市議会、市民団体）
・唐沢山城跡ガイダンス施設の設置は史跡整備が終了してからとの指導あり。（県）
・旧田沼・葛生町分の遺跡分布調査を行い遺跡地図を作製するよう要請あり。（県）

・誇れる郷土の歴史・文化への関心と理
解を深め、継承に努める。　

・文化財は、地域の文化遺産であるこ
とを理解し保存・継承に努める。

・史跡や文化財等の適正な保存･活用の
ため、調査研究をする。
・地域の歴史や文化を理解してもらうた
め、情報を発信するとともに、施設が所
蔵する歴史的遺産や収蔵品の公開に努
める。
・歴史・文化資源の保存、継承、活用の
ための支援を行う。
・歴史・文化資源の継承に係る人材・市
民団体等の育成、支援を行う。


